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収
穫
ス
タ
ー
ト

米
検
査
開
始

令
和
６
年
産
米

本
年
の
水
稲
の
生
育
は
、
田
植
え

以
降
、
気
温
が
高
め
に
推
移
し
た
こ

と
に
よ
り
、
平
年
よ
り
５
日
程
度
早

く
な
り
、
８
月
下
旬
か
ら
管
内
各
地

で
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
産
米
の
検
査
は
、
８
月

28
日
に
矢
上
米
倉
庫
で
米
検
査
始
め

式
を
行
い
、
農
産
物
検
査
員
が
品
質

な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。
農
産
物
検

査
員
は
検
査
基
準
に
従
い
適
正
な
検

査
を
実
施
し
、
米
穀
店
か
ら
選
ん
で

も
ら
え
る
産
地
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
米
の
消
費
が
回
復
し
令
和

５
年
産
米
が
不
足
す
る
事
態
と
な

り
、
米
消
費
動
向
は
不
透
明
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。
島
根
お
お
ち
地
区
本

部
で
は
、
島
根
お
お
ち
ハ
ー
ブ
米
生

産
部
会
と
引
続
き
連
携
し
、「
石
見

高
原
ハ
ー
ブ
米
」
の
生
産
振
興
に
取

り
組
み
、
生
協
ひ
ろ
し
ま
へ
の
「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」、
関
東
、
関
西
を
中
心

に
「
き
ぬ
む
す
め
」
を
消
費
者
と
結

び
つ
い
た
米
と
位
置
づ
け
有
利
販
売

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
で
は
、
農
家
所
得
増
大
に
向
け

て
生
産
者
の
皆
さ
ま
か
ら
予
約
い
た

だ
い
た
出
荷
契
約
数
量
を
元
に
米
穀

店
と
販
売
交
渉
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

生
産
者
の
皆
さ
ま
に
は
予
約
数
量
以

上
の
出
荷
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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令和６年産米　島根おおち地区本部の概算金一覧表
   令和６年産米の概算金が下記のとおり決定となりました。

品　　種 １等 ２等 ３等
邑南町産ハーブ米
コシヒカリ（Ｓ産地） 9,400 8,900

7,600ハーブ米コシヒカリ
（邑南町以外） 8,800 8,500

ハーブ米きぬむすめ
（全地区） 9,000 8,550 7,500

邑南町産コシヒカリ（上）
（Ｓ産地） 8,650

8,350

7,600
邑南町産コシヒカリ

（Ｓ産地） 8,550

コシヒカリ（上） 8,400
8,100

コシヒカリ 8,300

きぬむすめ（上） 8,300
8,000 7,500

きぬむすめ 8,200

つや姫（上）
（特別栽培米ST） 8,700

8,400 7,650つや姫
（特別栽培米ST） 8,600

つきあかり 7,950 7,750 7,250

ハナエチゼン 7,000 6,800 6,300

品　　種 １等 ２等 ３等
Ｓ産地ハーブ米コシヒカリ 313 296 253
ハーブ米コシヒカリ 293 283 253
ハーブ米きぬむすめ 300 285 250
Ｓ産地コシヒカリ（上） 288 278 253
コシヒカリ（上） 280 270 253
コシヒカリ 276 270 253

きぬむすめ（上） 276 266 250
きぬむすめ 273 266 250
つや姫（ST上） 290 280 255
つきあかり 265 258 241

JAしまね米 一　般　米
（1）水稲うるち玄米

（2）フレコン玄米

30kg紙袋、円（税込）

kg、円（税込）

品　　種 特上 特等 １等 ２等 ３等
五百万石 8,800 8,700 8,500 7,950 7,450
佐香錦 9,350 9,250 8,800 8,150 7,650
山田錦 10,900 10,800 10,150 9,100 8,350
縁の舞 9,350 9,250 8,800 8,100 7,600

（2）醸造好適米 30kg 紙袋、円（税込）

※出荷契約数量を基本とし、出荷契約のないものは1,500円減算となります。

品　　種 １等 ２等 ３等
コシヒカリ
（Ｓ産地） 8,050 7,850 7,350

コシヒカリ 7,800 7,600 7,100
きぬむすめ 7,700 7,500 7,000
つきあかり 7,450 7,250 6,750
ハナエチゼン 6,500 6,300 5,800
その他うるち 6,500 6,300 5,800

（1）水稲うるち玄米 30kg紙袋、円（税込）

※一般米：�JA米要件を満たないもの、出荷契約のないもの、生産年翌年に出荷
されたもの

品　　種 １等 ２等 ３等
ヒメノモチ

7,250 6,800 6,300
ヤシロモチ
ココノエモチ
ミコトモチ
その他もち 6,750 6,300 5,800

（3）もち玄米 30kg 紙袋、円（税込）

※もち米へのうるち米混入は400円減算となります。
※出荷契約数量を基本とし、出荷契約のないものは1,000円減算となります。

令和６年度集荷対策について
島根おおち地区本部は、令和６年産米に対して、

下記の集荷対策を行います。

　JAの米検査場へ出荷された米に対して�� １袋30円（税込）
　（注）11月30日までに検査し、JAへ出荷された数量が対象となります。

　○米　集　荷　対　策　助　成　金

　12月下旬に指定口座に振込処理を行います。
　○振　　　　　 込　　　　　 日

※Ｓ産地は邑南町産が対象です。
※1.9㎜ふるい目１等米は（上）単価です。
※検査時の水分値について、下記の価格減算があります。
　（対象品種：慣行栽培のコシヒカリ・きぬむすめの１～２等）
　 高水分（15.6％～16.0％）……上区分より250円減算

令和５年産島根米共同計算は、ただいま最終精算に向けて手続きを行っています。
生産者の皆さまへの最終精算金は 200円 /30kg（税込）程度を予定しています。
生産者の皆さまへの振込は、年内のなるべく早い時期に行います。
※契約栽培等、一部該当しない場合がありますのでご承知おきください。
令和６年産につきましては、１袋でも多くJAに出荷していただきますよう、よろしくお願いいたします。

令和５年産 　島根米最終精算について
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島
根
お
お
ち
ぶ
ど
う
部
会
は
邑
南
町
農
林
水
産
物
集
出
荷
貯
蔵
施

設
で
、ぶ
ど
う
出
荷
式
を
行
い
ま
し
た
。
出
荷
式
に
は
、三
田
誠
会
長
、

邑
南
町
の
石
橋
町
長
を
は
じ
め
会
員
の
方
々
と
県
・
町
、
Ｊ
Ａ
役
職

員
な
ど
各
関
係
機
関
よ
り
関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
生
産
農
家
５
戸
か
ら
36
ケ
ー
ス（
約
１
４
０
ｋｇ
）が
出
荷

さ
れ
、
ぶ
ど
う
部
会
の
検
査
員
２
人
が
県
の
出
荷
基
準
を
基
に
品
質
、

糖
度
を
確
認
し
格
付
け
を
行
い
ま
し
た
。
糖
度
検
査
で
は
基
準
の
20

度
を
超
え
る
23
・７
度
。
検
査
を
担
当
し
た
寺
本
秋
穂
副
会
長
は「
形
、

着
色
と
も
良
好
で
、
食
味
も
よ
く
安
心
し
て
出
荷
で
き
る
」と
講
評

し
ま
し
た
。

今
年
初
め
て
出
荷
し
た
石
井
大
貴
さ
ん
は「
無
事
に
出
荷
を
迎
え

ら
れ
安
心
し
た
。
猛
暑
の
中
、
摘
粒
な
ど
房
作
り
に
手
間
を
か
け
た

神
紅
が
、
着
色
・
食
味
と
も
十
分
で
自
信
が
つ
く
」と
笑
顔
を
見
せ

ま
し
た
。

島
根
県
で
開
発
さ
れ
た
赤
色
大

粒
オ
リ
ジ
ナ
ル
ぶ
ど
う
品
種
の
神

紅
。
邑
南
町
で
は
４
年
前
か
ら
栽

培
を
始
め
、
令
和
６
年
に
は
13
戸

（
３
０
５
ａ
）の
生
産
農
家
・
面
積

と
な
り
、
県
内
生
産
の
約
６
割
を

占
め
て
い
ま
す
。

今
期
は
約
２
ト
ン
の
出
荷
を
目

標
と
し
、
県
内
の
他
関
西
方
面
な

ど
に
向
け
、
９
月
上
旬
頃
ま
で
続

き
ま
す
。
令
和
７
年
に
は
、
さ
ら

に
出
荷
量
も
増
え
る
見
込
み
で
す
。

島
根
お
お
ち
ぶ
ど
う
部
会「
神し

ん

紅く

」出
荷
式

22
８月
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島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、
女
性
部
を
中
心
に
管
内
で
栽

培
さ
れ
た
ケ
イ
ト
ウ
を
７
月
末
か
ら
お
盆
に
か
け
て
出
荷
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
生
育
期
間
を
通
し
て
の
高
温
に
よ

り
、生
育
が
早
く
進
み
、出
荷
が
前
進
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、

お
盆
前
の
最
も
需
要
が
高
ま
る
時
期
に
も
し
っ
か
り
と
安
定

し
た
数
量
で
出
荷
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生
育
期
間
中
、

雨
量
も
少
な
く
高
温
が
続
き
、
栽
培
の
難
し
い
年
で
し
た
が
、

品
質
の
よ
い
ケ
イ
ト
ウ
が
出
荷
で
き
、
市
場
か
ら
も「
来
年

も
引
き
続
い
て
出
荷
を
お
願
い
し
ま
す
」と
の
声
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
来
年
度
は
、
赤
を
中
心
に
市
場
か
ら
の
引
き
合

い
も
強
い
、
ピ
ン
ク
・
オ
レ
ン
ジ
の
栽
培
を
増
や
し
て
行
く

予
定
で
す
。

島
根
お
お
ち
ハ
ー
ブ
米
生
産
部
会
と
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、
令
和
６
年
産
ハ
ー
ブ
米
・

つ
や
姫
出
荷
説
明
会
及
び
令
和
７
年
産
取
り
組
み
説
明
会
を
管
内
７
カ
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

島
根
お
お
ち
農
業
青
色
申
告
会
は
、
第
22
回
定
期
総
会
を
矢
上
交

流
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
森
田
勝
秋
会
長
が
あ

い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
令
和
５
年
度
の
活
動
報
告
並
び
に
収
支

決
算
報
告
と
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
が
上
程
さ
れ

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
は
、
令
和
６
年
度
税
制
改
正
と
令
和
６
年
分
所
得
税
の
定

額
減
税
に
つ
い
て
、
浜
田
税
務
署
の
職
員
の
方
に
お
話
し
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

島
根
お
お
ち
農
業
青
色
申
告
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
研
修
会
な
ど

を
行
い
な
が
ら
、
税
務
知
識
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
上
、
４
項
目
に
つ
い
て
説
明
と
確
認
が
さ
れ
た
ほ
か
、
販
売
先
か
ら
の
情
報
、
西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー

県
央
事
務
所
邑
智
農
業
部
よ
り
令
和
６
年
産
の
栽
培
概
要
と
今
後
の
管
理
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
今
回
、

生
産
者
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
は
今
後
の
取
り
組
み
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ケ
イ
ト
ウ
出
荷

実
績

ハ
ー
ブ
米
・
つ
や
姫
出
荷
説
明
会

第
22
回
　
島
根
お
お
ち
農
業

青
色
申
告
会
定
期
総
会

27
７月

10
８月

〜

30
７月

８月

令
和
６
年
産
ハ
ー
ブ
米
・
つ
や
姫
出
荷
の
注
意
点
と
し
て
、

① ‌�

特
別
栽
培
農
産
物
に
係
る
表
示
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
シ
ー
ル
添
付
の
確
認

② ‌�

Ｏ
Ｃ
Ｒ
（
栽
培
履
歴
）
の
出
荷
５
日
前
の
提
出

③ ‌�

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
の
要
件
と
し
て
ク
ロ
ー
バ
ー
播
種
量　
　

10
ａ
当
た
り
1
・
5
ｋｇ
を
厳
守

④ ‌�

ク
ロ
ー
バ
ー
を
春
播
し
た
場
合
、
２
カ
月
以
上
の
栽
培
期
間
が
必
要

17
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島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、
令
和
６
年
度
島
根
県
種
畜

共
進
会
へ
出
品
す
る
管
内
代
表
牛
の
選
抜
会
を
石
見
畜
産

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

種
畜
共
進
会
は
、
県
内
和
牛
生
産
の
品
質
向
上
を
目
的

と
し
て
、
管
内
の
優
良
な
若
成
雌
牛
を
審
査
し
、
和
牛
改

良
の
尺
度
と
し
て
重
要
な
大
会
で
す
。

選
抜
会
に
は
、
地
区
の
巡
回
選
抜
に
よ
り
選
ば
れ
た

12
ヶ
月
か
ら
18
ヶ
月
ま
で
の
若
成
雌
牛
７
頭
の
出
品
が
あ

り
、
体
型
、
品
位
な
ど
の
厳
選
な
審
査
に
よ
り
、
次
の
３

頭
が
代
表
牛
と
し
て
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。
10
月
５
日
に
開

催
さ
れ
る
島
根
県
種
畜
共
進
会
で
の
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

県
共
進
会
管
内
代
表
牛
選
抜
会

29
８月

ゆ
と
り
倶
楽
部
は
、
第
４
回
講
座「
シ
ニ
ア
世
代
の
生
活
設
計

～
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
＆
贈
与
・
相
続
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ

う
！
」を
開
講
し
ま
し
た
。
島
根
県
金
融
広
報
委
員
会
金
融
広
報

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
細
川
豪
先
生
を
お
招
き
し
、
シ
ニ
ア
世
代
が
自

分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

詐
欺
や
保
険
制
度
で
は
ク
イ
ズ
形
式
で
出
題
し
、
受
講
生
は
積

極
的
に
手
を
挙
げ
発
言
し
て
い
ま
し
た
。
贈
与
や
相
続
で
は
真
剣

な
表
情
で
講
義
を
受
け
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
実
際
に
記
入

し
て
い
き
ま
し
た
。
専
門
的
な
言
葉
も
多
く
難
し
い
内
容
で
し
た
が
、
大
事
な
お
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
自
分
や
家
族
の
こ
と
を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

日
貫
給
油
所
は
、「
給
油
計
量
機
」が
更
新
時
期
を
迎

え
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
日
貫
店
企
画
運
営
委
員
会
を
中
心
に

更
新
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、
邑
南
町
・
島
根
県
よ
り
助

成
を
い
た
だ
き
、
事
業
申
請
を
経
て
８
月
６
日
に
更
新

工
事
が
完
了
。
邑
南
町
の
石
橋
町
長
を
お
迎
え
し
、
給

油
計
量
機
更
新
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
報
告
会
で

は
、
来
賓
祝
辞
の
あ
と
経
過
報
告
、
給
油
計
量
機
の
前

で
く
す
玉
割
り
と
、
報
告
会
は
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
貫
給
油
所
は
地
域
の
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
機
能
で
あ

り
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

21
８月

ゆ
と
り
倶
楽
部

「
シ
ニ
ア
世
代
の
生
活
設
計
」

9
８月

日
貫
給
油
所

給
油
計
量
機
更
新
報
告
会

１号牛　名号　なでしこ　　
　　邑南町　植田博雄 様

３号牛　名号　みか　　　　
　　川本町　釣釜里恵子 様

５号牛　名号　ひこぼし　　
　　美郷町　尾原恵美子 様

代表牛　なでしこ

ひこぼし（左）、みか（中央）、なでしこ（右）
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農 だ よ り営

収量・品質の向上は土づくりから収量・品質の向上は土づくりから
① �秋耕で稲わらの腐熟促進を図りましょう！
刈り取り後の稲わら・稲株を放置すると、代かきがうまくできなかったり、田植え後のガスわきに影響します。

　・�秋耕の効果：稲わらの腐熟促進⇒地力向上、ガスわき防止、雑草の抑制　腐熟を高めるためには湿田では排水対策、
わらが多い場合には石灰窒素やアグリ革命などの腐熟促進剤の利用が有効です。

② �土づくり肥料の施用
　・�ケイ酸の役割：水稲はケイ酸をもっとも

吸収利用する植物です。茎葉を硬くし、
いもち病や倒伏に対する抵抗力を高めま
す。受光態勢を良くして、光合成能力を
向上させます。水分の蒸散に関与し、高
温時にも稲体の温度調節を図り、葉の老
化を防ぎ登熟を向上させます。

　・�鉄の役割：土壌中の硫化水素の発生（ガ
スわき）を抑え、下葉枯れや秋落ちを防
ぐ効果があります。

　・�石灰・苦土の役割：石灰（カルシウム）は、細胞の強さに重要な働きがあります。病害虫に強くなったり、葉
色の維持に効果があります。苦土（マグネシウム）は、葉緑素の中心となる元素であるため、施用により光合
成能力を高め、病気にかかりにくい植物体を形成します。光合成が促進されることにより、炭水化物の生産量
が増え、デンプンや糖度が向上し食味向上にも有効です。

③ �土づくりで品質向上
近年の気象変動（異常高温）に対応するためには、健全な水稲づくりが基本です。土づくり肥料の働きによって、

土壌の養分を十分に吸収させ籾の充実を高めることで品質向上を図りましょう。被害粒の中でも白未熟粒の発生は
地力の影響を受けやすいと言われています。

　・�白未熟粒（乳白粒等）：白未熟粒（乳白粒等）は、玄米中のデンプンが十分に詰まらないことで起こります。デ
ンプン粒とデンプン粒の間に隙間が発生し、透過光が乱反射して白く濁って見えます。デンプンは、胚乳の中
心⇒腹側⇒背側⇒基部の順に蓄積されるため、登熟が不十分になった時期によって白未熟粒のタイプが異なり
ます。

引用：土づくりとエコ農業2011　秋田県立大学　金田ら

詳しくは右記二次元コードから、JAしまね島根おおちのホームページで確認ができます。
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農 だ よ り営

1cm程度の
深さで植える

子葉を
埋めない

秋主要野菜の管理について秋主要野菜の管理について
●白ねぎ
もうすぐ出荷です！軟白部分30cmを確保してください!!
◎止土作業　⇒　35cmの高さまで。最後は手で寄せることも必要（確実に軟白部分を確保）です
◎さび病・べと病・ボトリチス葉枯症の予防徹底！病気の発生前の予防から行いましょう

薬剤名 適用害虫 希釈倍率 使用時期 使用回数

グレーシア乳剤 シロイチモジヨトウ・アザミウマ類・ハモグ
リバエ類・ネギコガ・クロバネキノコバエ類 2,000～3,000倍 収穫７日前まで 2回以内

シグナムWDG ベと病・さび病・黒斑病 1,500倍 収穫７日前まで 3回以内
ロブラール水和剤 黒斑病・ボトリチス葉枯症 1,000～1,500倍 収穫14日前まで 3回以内

薬剤名 適用害虫 希釈倍率 使用時期 使用回数
プレオフロアブル ネギアザミウマ、シロイチモジヨトウ 1,000倍 収穫３日前まで ４回以内
アミスター20フロアブル べと病・黒斑病・さび病・葉枯病 2,000倍 収穫３日前まで ４回以内
ロブラール水和剤 黒斑病・ボトリチス葉枯症 1,000～1,500倍 収穫14日前まで ３回以内

○９月中の防除

○ 10月中の防除

●広島菜
◎定植後に乾燥が続く場合は活着するまでかん水が必要です（高温時には特に注意！）
◎生育初期、害虫を早期発見し防除を徹底する　防除の際は液肥の混用も可能です

●ブロッコリー
◎まだまだ病害虫の被害が心配な時期です。定期的に防除の徹底を！

●あすっこ
◎圃場の準備の確認　⇒　アブラナ科連作圃場（ネコブ病が心配な圃場）では
　⇒ミネラルＧ散布の徹底（pHを高めることでネコブ病発生抑制）
　⇒オラクル粉剤　20～30kg/10a　全面土壌混和　
◎定植は根鉢1cm程度隠れる程度の深さで植える（風による活着不良を防ぐため）
◎ネキリムシ対策（定植後株元散布）　！注意！ネキリエースＫは使えません

薬剤名 適用病害虫 倍率 使用時期 使用回数
フェニックス顆粒水和剤 コナガ類 2,000～4,000倍 収穫前日まで ２回以内
プレバソンフロアブル５ コナガ　※長い残効性が期待できる 2,000倍 収穫前日まで ２回以内
アニキ乳剤 キスジムミハムシ・ハスモンヨトウ・ハモグ

リバエ類・コナガ 1,000～2,000倍 収穫前日まで ３回以内
ブロフレアSC アオムシ・コナガ・キスジノミハムシ 2,000～4,000倍 収穫前日まで ３回以内

薬剤名 適用病害虫 倍率 使用時期 使用回数
ダコニール1000 白斑病（定植20日後散布） 1,000倍 収穫28日前まで ２回以内
ロブラール水和剤 白斑病（１回目の２週間後散布） 1,000倍 収穫14日前まで ２回以内

※ジュリボフロアブルもしくはプレバソンフロアブル（育苗時散布）の効果は約１ヶ月です。

◎生育初期10月中は害虫を早期発見し防除を徹底する

　　　　　　　　　　　※展着剤（スカッシュ1000倍）、液肥を混用する。

◎白斑病対策：発生の要因は肥料切れ（追肥が遅れないように注意）⇒　予防の徹底・定期的な液肥散布
！重要！ 白斑病が発生すると重い外葉を取って出荷となるので収量が大幅に減ります！

！重要！ 追肥を行う場合は NK808 もしくは、NK2 を４kg/a、定植 20 日頃とその 20 日後の２回行う。

薬剤名 適用病害虫 倍率 使用時期 使用回数

ブロフレアSC
アオムシ・コナガ・オオタバコガ・ウワバ類・
シロイチモジヨトウ・ハスモンヨトウ・ハイ
マダラノメイガ・ヨトウムシ

2,000～4,000倍 収穫前日まで ３回以内

薬剤名 適用病害虫 倍率 使用時期 使用回数
スターナ水和剤 軟腐病・黒腐細菌病・花蕾腐敗病 2,000倍 収穫14日前まで ２回以内

シグナムWDG 菌核病・黒すす病 1,500倍 収穫７日前まで ２回以内ベと病 1,500～2,000倍

薬剤名 適用病害虫 倍率 使用時期 使用回数
ブロフレアSC アオムシ・コナガ・キスジノミハムシ 2,000～4,000倍 収穫前日まで ３回以内

アルバリン顆粒水溶剤 アブラムシ類 3,000倍 収穫３日前まで ２回以内キスジノミハムシ 2,000倍

薬剤名 適用病害虫 使用量 使用時期 使用回数
ガードベイトＡ ネキリムシ（株元散布） ３kg/10a 生育初期 ３回

○散布については、使用時期、使用方法を守り、予防的防除を心がけましょう。詳しくは、営農指導員へご相談
ください。また、右記二次元コードからJAしまね島根おおちのホームページからでも確認ができます。
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頭数 最高価格 最低価格 平均価格

中 央 市 場
メス 105 667,700 245,300 465,876 
ヌキ 142 774,400 128,700 544,670 
合計 247 511,175 

島根おおち
メス 10 587,400 312,400 425,810 
ヌキ 7 651,200 375,100 536,957 
合計 17 471,576 

瑞 穂
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0

羽 須 美
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0

石 見
メス 1 493,900 493,900 493,900 
ヌキ 2 608,300 452,100 530,200 
合計 3 518,100 

川 本
メス
ヌキ 1 616,000 616,000 616,000 
合計 1 616,000 

邑 智
メス 9 587,400 312,400 418,244 
ヌキ 1 375,100 375,100 375,100 
合計 10 413,930 

大 和
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0

桜 江
メス
ヌキ 3 651,200 451,000 569,067 
合計 3 569,067 

県外移出率県外移出率
57.75%合計合計54.67%去勢去勢雌雌 62.04%

中央〝堅調〟
本県8月の子牛市場は、中央で開設し247頭の取引
があり、平均価格は雌465,876円（前回比2千円安）、
去勢544,670円（前回比11千円高）、平均511,175
円（7千円高）で〝堅調〟の取引となりました。
今月は購買者数も増え、また一部強い買いの購買者
もあり、比較的活発な取引となりました。しかしなが
ら、枝肉相場は、例年お盆以降、消費が減退する季節
となることから弱含みの推移が見込まれ、また飼料価
格も上昇していることから、依然として楽観視できる
状況ではありません。
今月の上場牛については、去勢・メスとも、全体的
に発育も良好で極端なバラツキもなかったものの一部
に過脂による体のゆるいものが散見されており、飼養
管理で改善できる子牛の栄養度管理等に注意いただき
市場上場することが必要です。
環境は依然厳しい状況が続くものと見込まれ、農家
の皆様も厳しい状況ですが、引き続き〝発育が良好〟
で〝腹作りの出来た〟〝余分な脂肪のついていない〟子
牛を育成することにより、今後も購買者に求められる
「しまね和牛」の上場に努めましょう。

令和６年８月子牛市場成績表

3.購入期間　令和６年４月１日から10月31日まで
4.申請期間　令和６年６月１日から10月31日まで

2.支援対象経費
　★シカ・サル対策支援
　　①�現在設置の防護柵（ワイヤーメッシュ、トタン、電気柵等）の上部にシカ・サルの対策として、新たに防護柵を設置時の資材購入支援
　　②新規にシカ・サル対策として防護柵を設置時の資材購入支援
　　  （ア）�事業費（消費税別）に対して支援率を１／３以内とする。
　　  （イ）�国、県、市町村、団体等の補助金等がある場合は、補助金等と合わせて事業費の１／２以内とする。
　　  （ウ）�支援額について、１対象者あたり100千円（消費税別）を上限とする。対象者が多い場合は予算の範囲内で按分する。
　　  （エ）設置前と設置後の写真（申請者が撮影）を提出する。
　　  （オ）新規にシカ・サル対策として防護柵を設置し支援を希望される場合は、事前にJAへ相談のうえ設置する。
　　  （カ）�新規にシカ・サル対策としてワイヤーメッシュのみ設置する場合は飛び越えにくい高さのものを設置する（1.8m以上）
　★設置例（右記図参照）：
　　・高さ1.8m以上のワイヤーメッシュの設置
　　・ワイヤーメッシュと継ぎ足し用ワイヤーメッシュ
　　・ワイヤーメッシュと上部に電気柵
　　・トタンと上部に電気柵
　　・防護柵全て電気柵

1.支援の要件
　今後３カ年間の営農計画（別紙定める）を作成し、下表に定める県域品目のいずれかの品目を今後３カ年間継続すること。

令和６年度令和６年度
島根おおち地区本部農業振興支援事業（鳥獣対策支援）島根おおち地区本部農業振興支援事業（鳥獣対策支援）

米　穀 主食用米（うるち米、酒造好適米、もち米）、加工用米、飼料用米等新規需
要米、麦類、大豆 畜　産 和牛、乳用牛、鶏卵、肉豚

園　芸 ぶどう、メロン、柿、梨、いちじく、キャベツ、たまねぎ、ブロッコリー、白ねぎ、枝豆、アスパラガス、あすっこ、
いちご、トマト、ミニトマト、生椎茸、青ねぎ、トルコギキョウ、ピーマン、ナス

電気柵

ワイヤーメッシュ

電気柵

上部に設置

シカ・サル対策として新たに防護柵
（ワイヤーメッシュ、電気柵等）
上部の購入資材費に関して支援します

現在設置の防護柵
（ワイヤーメッシュ、トタン、電気柵等）
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１．退職【令和６年８月31日付】
退職事由 氏　　　名 現部署・役職 職員区分

定年退職 谷口　由香里 企画総務部　部長補佐 正職員
依願退職 上田　秀太郎 邑智支店 正職員
雇用期間満了 細貝　多恵子 営農部　指導販売課 有期雇用職員
雇用期間満了 山田　留里子 営農部　営農施設事業所統括課　瑞穂事業所 有期雇用職員
雇用期間満了 﨑田　千鶴 営農部　営農施設事業所統括課　川本事業所 有期雇用職員
雇用期間満了 三次　純子 生活部　燃料課　瑞穂燃料センター 有期雇用職員
雇用期間満了 田平　和博 生活部　燃料課　石見燃料センター 有期雇用職員
雇用期間満了 滝野　陽一 企画総務部　 有期雇用職員

２．採用【令和６年９月１日付】
新任部署・職位 氏　　　名 備　考 職員区分

企画総務部 谷口　由香里 定年再雇用 有期雇用職員
営農部　指導販売課 細貝　多恵子 再雇用 パートタイム職員
営農部　営農施設事業所統括課　川本事業所 﨑田　千鶴 再雇用 パートタイム職員
生活部　燃料課　瑞穂燃料センター 三次　純子 再雇用 パートタイム職員
生活部　燃料課　石見燃料センター 田平　和博 再雇用 パートタイム職員
企画総務部　 滝野　陽一 再雇用 パートタイム職員
企画総務部　 春木　初美 パートタイム職員

３．出向【令和６年９月１日付】
新任部署・職位 氏　　　名 旧任部署・職位 職員区分

企画総務部付（株式会社ワクムス 出向） 静間　啓一 営農部　畜産課 正職員
企画総務部付（株式会社ワクムス 出向） 岡田　兼二 営農部　畜産課 正職員

　　地区本部異動
新任部署・職位 氏　　　名 旧任部署・職位 備　考

統括部長　兼　企画総務部　部長 中本　満 営農部　部長
営農部　部長　兼　指導販売課　課長 曽根　貫 営農部　指導販売課　課長
営農部　次長　兼　営農企画課　課長 横宮　隆幸 営農部　営農企画課　課長
営農部  指導販売課 小野　和哉 営農部　営農施設事業所統括課　
営農部　営農施設事業所統括課　瑞穂事業所 平野　弘二 営農部　指導販売課　兼　営農施設事業所統括課　瑞穂事業所
営農部　営農施設事業所統括課　石見事業所 坂本　照美 生活部　総合生活課
生活部　総合生活課 上田　万里子 企画総務部
生活部　総合生活課 日高　美樹 営農部　指導販売課
生活部　燃料課　瑞穂燃料センター 原田　由紀 営農部　生産資材課
企画総務部 古川　こずえ 営農部　営農施設事業所統括課　石見事業所
島根おおち統括支店　支店長 森田　武吉 統括部長　兼　企画総務部　部長
瑞穂支店　金融共済課 植田　尚子 企画総務部
瑞穂支店　金融共済課 森光　眞美 羽須美支店
羽須美支店 竹田　由紀 瑞穂支店　金融共済課
石見支店　金融共済課 太田　雪 生活部　総合生活課
川本支店 佐々木　千恵 石見支店　金融共済課
邑智支店 石川　敏子 川本支店
桜江支店　金融共済課 春木　順博 瑞穂支店　金融共済課

４．異動【令和６年９月１日付】
　　本店・地区本部間異動

新任部署・職位 氏　　　名 旧任部署・職位 備　考
本店　リスク管理部　部長 森橋　浩 島根おおち統括支店　支店長
本店　畜産部　肉牛販売課 安田　隆一 営農部　畜産課

人事 異 動 のお 知らせ人事 異 動 のお 知らせ
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島根おおち
地区本部

問い合わせ先 企画総務部 ☎83-1801

女 性 部 が 行 く
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説
明
さ

れ
、「
米
粉
」
と
は
、
う
る
ち
米
を
生
の
ま

ま
粉
に
し
た
も
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
感
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
ヘ
ル
シ
ー
、
お
手
軽

で
便
利
な
ど
米
粉
の
魅
力
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
か
ぼ
ち
ゃ
は
、
し
ま
ね

び
よ
り
８
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
有
機
的
か
ぼ

ち
ゃ「
グ
ラ
ッ
セ
」を
使
用
し
ま
し
た
。

研
修
で
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ル
ク
ッ
キ
ー
、
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
ス
コ
ー
ン
、
米
粉
ブ
ラ
マ
ン
ジ
ェ
、

豆
腐
入
り
米
粉
蒸
し
パ
ン
、
米
粉
で
和
風
チ

ヂ
ミ
、
夏
野
菜
豚
汁
の
６
品
の
調
理
と
な
り
、

品
数
が
多
い
た
め
、
部
員
同
士
協
力
し
な
が

ら
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
部
員

ら
は「
美
味
し
か
っ

た
！
」「
米
粉
で
こ
ん

な
に
も
多
く
の
料
理

を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
る
ん
だ
」「
身
近
な

人
に
米
粉
の
お
い
し

さ
を
伝
え
た
い
」な
ど
の
声
が
溢
れ
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
調
理
し
た
お
菓
子
な
ど
は
、

管
内
の
保
育
園（
所
）を
訪
問
し
て
行
わ
れ
る
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
で
提
供
す
る
予
定
で
す
。

島
根
お
お
ち
女
性
部
活
動
で
は
、
米
の
消
費
拡

大
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

瑞
穂
支
部
は
、
邑
南
町
健
康
セ
ン
タ
ー
元
気
館
で
料
理
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
住
金
末
子
部
長
が
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
あ
と
調

理
を
開
始
。
家
の
光
レ
シ
ピ
や
山
陰
中
央
新
報
に
掲
載
さ
れ

た「
か
あ
ち
ゃ
ん
の
一
押
し
献
立
」を
参
考
に
、
か
ぼ
ち
ゃ

サ
ラ
ダ
、
小
麦
餅
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
カ
レ
ー
バ
タ
ー
煮
、
ほ
う

と
う
風
み
そ
汁
、
米
粉
の
チ
ヂ
ミ
と
緑
茶
ミ
ン
ト
テ
ィ
ー
の

６
品
を
調
理
し
ま
し
た
。
有
機
的
か
ぼ
ち
ゃ
や
米
粉
、
夏
の

食
欲
不
振
に
効
果
的
な
整
腸
作
用
の
あ
る
ミ
ン
ト
を
使
用

し
、
栄
養
満
点
の
料
理
と
な
り
ま
し
た
。
品
数
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
が
手
際
よ
く
調
理
さ
れ
ま
し
た
。

試
食
で
は
料
理
の
感
想
を
話
し
な
が
ら
、
瑞
穂
支
部
ら
し

い
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
楽
し
い
料
理
教
室
と
な
り
ま
し

た
。今

回
使
用
し
た
か
ぼ
ち
ゃ
は
、
し
ま
ね
び
よ
り
８
月
号
に

掲
載
さ
れ
た
、
有
機
的
か
ぼ
ち
ゃ「
グ
ラ
ッ
セ
」を
使
用
し

ま
し
た
。

川
本
支
部
は
、
社
会
福
祉
法
人
川
本
福
祉
会
介
護
老

人
福
祉
施
設
み
ど
り
の
里
や
す
ら
ぎ
荘
と
、
江
川
荘
を

訪
問
し
タ
オ
ル
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
三
宅
恵
子
部
長
は

「
女
性
部
員
で
タ
オ
ル
を
持
ち
寄
り
ま
し
た
。
施
設
で

使
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」と
そ
れ
ぞ
れ
手

渡
し
ま
し
た
。

女
性
部
は
こ
れ
か
ら
も
福
祉
活
動
を
通
し
、
地
域
で

助
け
合
い
な
が
ら
絆
を
深
め
る
活
動
を
し
て
い
き
ま

す
。

女
性
部
　
料
理
研
修
会
開
催

瑞
穂
支
部
　
料
理
教
室
開
催

福
祉
活
動
で
タ
オ
ル
寄
贈

19
８月

9
８月26

８月

松井施設長（江川荘：左）、三宅部長（中央）、松井施設長（江川荘：左）、三宅部長（中央）、
非々施設長（やすらぎ荘：右）非々施設長（やすらぎ荘：右）
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今
月
も
皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
が
た
く

さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意

見
ご
要
望
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お便り紹介お便り紹介
◇
今
年
の
夏
は
、
８
月
に
入
っ
て
か
ら
雨
が
少
な
く
、
毎
日
暑
い
日
が
続
き
「
熱
中
症

ア
ラ
ー
ト
」
が
休
む
こ
と
な
く
出
っ
ぱ
な
し
。
こ
れ
か
ら
は
、
大
変
な
夏
が
来
る
年
も

来
る
年
も
続
く
の
で
し
ょ
う
か
。�

瑞
穂
支
店
管
内　

Ｉ
さ
ん　

80
代

●
今
年
の
夏
は
本
当
に
雨
が
少
な
く
、
気
温
も
高
い
日
が
続
き
ま
し
た
ね
。
近
年
異
常

気
象
の
影
響
も
あ
り
大
変
な
気
候
が
続
き
そ
う
で
す
。
最
近
は
夜
が
涼
し
く
な
り
過
ご

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
が
、
日
中
と
の
寒
暖
差
に
は
十
分
に
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
😊

◇
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
が
大
好
き
で
い
つ
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
応
募
す
る
の
は
初

め
て
で
す
。
最
終
ペ
ー
ジ
の
レ
シ
ピ
も
好
き
な
一
つ
で
す
。
簡
単
に
作
れ
そ
う
な
の
が

気
に
入
っ
て
ま
す
。
時
期
の
野
菜
レ
シ
ピ
で
助
か
り
ま
す
。
毎
日
暑
い
日
が
続
き
ま
す

が
熱
中
症
に
は
気
を
つ
け
た
い
で
す
。�

川
本
支
店
管
内　

Ｈ
さ
ん　

60
代

●
応
募
し
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

８
月
号
で
は
「
焼
き
カ
ボ

チ
ャ
の
ほ
か
ほ
か
マ
リ
ネ
」
と
「
ナ
ス
の
肉
巻
き
梅
照
り
焼
き
」
で
し
た
。
さ
っ
ぱ
り

と
た
く
さ
ん
食
べ
れ
る
レ
シ
ピ
で
、
ま
だ
ま
だ
続
く
暑
い
日
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

◇
島
根
お
お
ち
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
の
色
々
の
支
店
で
の
活
躍
を
拝
見
し
て
時
に
は
役
に
立

つ
事
も
あ
り
、
た
の
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
お
体
ご

自
愛
く
だ
さ
い
！�

大
和
支
店
管
内　

Ｍ
さ
ん　

70
代

●
い
つ
も
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
😊 

こ
れ
か
ら
も
「
た
の
し
い
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
記
事
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、

水
分
と
栄
養
の
あ
る
ご
は
ん
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

◇
川
柳
広
場
毎
月
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
知
っ
た
方
が
出
る
と
よ
け
い
に
親
し
み
を

感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。�

桜
江
支
店
管
内　

Ｔ
さ
ん　

70
代

●
と
て
も
う
れ
し
い
お
言
葉
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
川
柳
・
俳
句
広
場
は
毎
月

応
募
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
ま
せ
。
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JAしまね 島根おおち統括支店 金融課 TEL.0855-83-1803年金に関する疑問・質問は
お気軽にご相談ください

★今年度64歳になられる男性の方（S35.4.2～S36.4.1生まれ）
★65歳になられる方
★退職を考えている方

★繰上げ・繰下げを考えられている方
★社会保険について知りたい方
★働きながら年金を受け取りたい

などなど・・・
お一人お一人個別に約30分のお時間で
年金専門員がお話させて頂きます。
皆さま気軽にご相談くださいませ。

是非相談会へお越しください！！ 

R6年度下期　年金相談会日程のご案内
10/19（土）
10/26（土）

9：00～12：00
9：00～12：00

羽須美・桜江支店
石見支店

11/9（土）
11/16（土）

9：00～12：00
9：00～12：00

瑞穂支店
邑智・大和支店

2/8（土）
2/15（土）

9：00～12：00
9：00～12：00

石見支店
瑞穂支店

12/5（木） 15：00～18：00 川本支店

1/18（土）2025年 9：00～12：00 桜江支店

10月の行事予定

秋の総合
展示販売会

ゆとり俱楽部
消費者問題　事例を知ってトラブルに負けない消費者になりましょう！

10月16日水
10月19日土 20日日 21日月・・

時間：9：30～11：30
場所：地区本部営農会議室

臨時休業のお知らせ
　棚卸業務のため下記のとおり窓口業務を臨時休
業とさせていただきます。
　ご不便をおかけしますが、何卒ご理解とご協力
を賜りますようお願い申し上げます。

　　　  令和６年10月１日（火）
営農生産資材課・各事業所

組合員・利用者の皆さまへ

臨時休業日

17日（木）・18日（金）・19日（土）10月の外勤日
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